
村
田
金
箔
グ
ル
ー
プ
（
東
京

都
文
京
区
大
塚
、
☎
０
３
・
３

９
４
７
・
６
１
１
１
）
は
、
３

次
曲
面
へ
の
箔
押
し
を
実
現
し

た
発
熱
す
る
シ
リ
コ
ー
ン
パ
ッ

ド「
Ａ
Ｇ
Ｓ
パ
ッ
ド
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
、
パ
ッ
ド
印
刷
機
「
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｔ
」
を
出
品
し
た
。

「
Ａ
Ｇ
Ｓ
パ
ッ
ド
ユ
ニ
ッ
ト
」

は
、
シ
リ
コ
ー
ン
パ
ッ
ド
を
電

器
で
直
接
加
熱
さ
せ
、
素
材
の

柔
軟
性
と
追
従
性
を
生
か
し
て

曲
面
へ
の
箔
押
し
を
可
能
と
し

た
も
の
で
、
通
常
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
型
の
箔
押
し
機
に
装
着
で

き
る
。
ム
ラ
取
り
や
専
用
の
金

型
が
不
要
、
従
来
の
メ
ッ
キ
処

理
に
代
わ
る
技
術
と
し
て
、
来

場
者
か
ら
高
い
注
目
を
集
め
て

い
た
。

加
え
て
今
回
、
卓
上
型
ユ

ニ
ッ
ト
も
紹
介
。
手
動
式
の
コ

ン
パ
ク
ト
設
計
な
が
ら
３
次
曲

面
に
箔
押
し
が
行
え
、
１
０
０

ボ
ル
ト
　

の
電
源
で
稼
動
す
る
同
ユ

ニ
ッ
ト
の
簡
易
性
と
利
便
性
を

強
調
し
た
。

ま
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
の
メ

タ
リ
ッ
ク
印
刷
を
実
現
し
た
プ

リ
ン
タ
を
出
品
。
同
プ
リ
ン
タ

に
は
箔
の
ほ
か
に
ホ
ロ
グ
ラ
ム

も
印
刷
可
能
と
し
て
お
り
、
ホ

ロ
グ
ラ
ム
の
加
工
を
施
し
た

カ
ー
ド
サ
ン
プ
ル
に
は
多
く
の

手
が
伸
び
て
い
た
。

興
研
㈱
（
東
京
都
千
代
田
区

四
番
町
、
☎
０
３
・
５
２
７
６

・
１
９
３
１
）
は
オ
ー
プ
ン
ク

リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｃ

Ｈ
（
コ
ー
チ
）」
を
実
演
し
た
。

同
製
品
は
周
り
を
壁
な
ど
で

囲
わ
な
い
解
放

さ
れ
た
空
間
を

ク
ラ
ス
１
０
０

の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
に
す
る

装
置
。
清
浄
し

た
い
空
間
の
両

側
に
装
置
を
置

き
、
気
流
を
流

す
だ
け
で
、
３０

秒
ほ
ど
で
ク
ラ

ス
１
０
０
の
清

浄
空
間
を
実
現

す
る
。

気
流
は
人
間

が
か
す
か
に
感
じ
る
程
度
で
、

作
業
な
ど
の
邪
魔
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
価
格
は
最
も
安
価
な

小
型
タ
イ
プ
で
３
０
０
万
円
程

度
だ
。

会
場
で
は
繰
り
返
し
、
ク
ラ

ス
１
０
０
の
清
浄
空
間
を
作
り

出
す
実
演
を
実
施
し
、
最
も
多

く
来
場
者
を
集
め
た
ブ
ー
ス
の

一
つ
と
な
っ
た
。

㈱
ト
シ
コ
（
埼
玉
県
川
越
市

氷
川
町
、
☎
０
４
９
・
２
２
７

・
１
０
４
５
）
は
非
粘
着
性
表

面
改
質
加
工
「
ト
シ
カ
ル
Ｓ
」

を
出
品
し
た
。

同
製
品
は
金
属
や
樹
脂
、
ゴ

ム
に
塗
布
す
る
こ
と
で
、
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
や
テ
ー
プ
な
ど
が

貼
り
付
か
な
い
特
性
を
与
え
る

特
殊
加
工
。
記
事
の
特
徴
を
残

し
た
ま
ま
非
粘
着
と
な
る
う

え
、
伝
導
性
が
あ
る
た
め
静
電

気
が
発
生
し
な
い
。

す
で
に
粘
着
テ
ー
プ
や
紙
お

む
つ
な
ど
の
製
造
ラ
イ
ン
で
実

績
が
あ
り
、
今
回
も
引
き
合
い

が
多
か
っ
た
と
い
う
。

㈱
オ
ー
テ
ッ
ク
（
東
京
都
渋

谷
区
恵
比
寿
西
、
☎
０
３
・
５

４
８
９
・
７
１
８
７
）
ブ
ー
ス

で
は
新
製
品
が
多
数
披
露
さ
れ

た
。
厚
さ
０
・
１８
㍉
と
い
う
従

来
の
レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
か
ら
大

幅
な
軽
量
化
と
ス
リ
ム
化
を
実

現
し
た
「
レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー

２
０
０
Ｌ
Ｐ
Ｉ
レ
ン
ズ
」
は
、

レ
ン
ズ
の
目
が
細
か
く
加
工
さ

れ
、
レ
ン
チ
キ
ュ
ラ
ー
が
苦
手

と
し
て
い
た
細

か
い
文
字
も
読

め
、
バ
ー
コ
ー

ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
の
認
識
も
可

能
と
し
た
。
当

日
は
こ
れ
を

シ
ー
ル
に
加
工

し
て
サ
ン
プ
ル
を
配
布
し
て
い

た
。ま

た
、
虹
色
の
光
彩
を
放
つ

「
タ
マ
ム
シ
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ

ル
ム
」
を
参
考
出
品
。
従
来
品

の
「
タ
マ
ム
シ
フ
ィ
ル
ム
」
は

収
縮
性
が
な
か
っ
た
が
、
新
製

品
は
曲
面
へ
の
貼
り
合
わ
せ
を

実
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
熱
収

縮
後
は
色
が
一
層
鮮
や
か
に
な

り
、
視
覚
角
度
に
よ
っ
て
背
景

色
が
変
化
す
る
の
で
、
印
刷
を

加
え
な
が
ら
極
め
て
識
別
性
の

高
い
商
品
を
作
り
出
せ
る
。

担
当
者
は
「
今
回
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
参
考
に
、
今
後
本
格
展

開
を
図
れ
れ
ば
」
と
期
待
を
込

め
た
。

こ
の
ほ
か
、
㈱
ミ
マ
キ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
長
野
県
東
御

市
滋
野
乙
、
☎
０
２
６
８
・
６

４
・
２
２
８
１
）
は
、
Ｕ
Ｖ

硬
化
型
Ｉ
Ｊ
Ｐ
「
Ｕ
Ｊ
Ｆ
︱

３
０
４
２
」
や
「
Ｕ
Ｊ
Ｆ
︱

７
０
６
」
を
展
示
し
、
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
を
作
製
、
サ
ン
プ

ル
が
足
り
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
だ
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
プ
ス
（
宍
戸
伊
助

チ
ェ
ア
マ
ン
）
は
２
月
１７
日
、

中
央
区
銀
座
の
中
小
企
業
会
館

で
勉
強
会
を
開
催
。
今
回
、
会

員
同
士
の
相
互
理
解
の
深
化
を

狙
っ
た
会
社
紹
介
が
企
画
さ
れ

て
会
員
２２
人
が
出
席
し
た
。

最
初
に
担
当
し
た
リ
ン
テ
ッ

ク
の
伊
澤
康
宏
氏
は「
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
素
材
が
で
き
る
ま
で
」

と
い
っ
た
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に

向
け
た
内
容
と
、
兵
庫
県
た
つ

の
市
に
あ
る
同
社
龍
野
工
場
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
紹
介
し
視
聴
。
粘
着

製
品
の
製
造
プ
ロ
セ
ス
や
、
同

工
場
の
特
徴
を
映
像
で
披
露
し

た
。視

聴
後
、
会
員
か
ら
「
新
た

な
ラ
ベ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
素
材
開

発
の
事
例
は
」
と
の
質
問
に
対

し
て
、
伊
澤
氏
は
次
の
よ
う
な

具
体
例
と
と
も
に
回
答
し
た
。

「
以
前
『
ラ
ベ
ル
の
最
後
』

を
知
る
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
工
場

に
足
を
運
ん
だ
際
、
ラ
ベ
ル
が

多
く
の
人
の
手
で
は
が
さ
れ
て

い
る
姿
を
見
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
管

テ
レ
ビ
に
貼
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル

な
ど
は
は
が
す
こ
と

が
困
難
で
、
ラ
ベ
ル

を
打
ち
抜
く
治
具
で

除
去
し
て
い
た
。
聞

け
ば
筐
体
の
樹
脂
は

耐
久
性
が
あ
り
、
再

利
用
す
れ
ば
次
の
製

品
に
も
利
用
で
き
る
た
め
、
ラ

ベ
ル
は
は
が
す
必
要
が
あ
る
の

だ
と
い
う
」

「
も
し
市
場
に
は
が
せ
な
い

ラ
ベ
ル
し
か
な
け
れ
ば
ど
う
な

る
か
。
メ
ー
カ
ー
に
『
ラ
ベ
ル

を
使
い
た
く
な
い
』
と
判
断
さ

れ
、
レ
ー
ザ
ー
マ
ー
キ
ン
グ
や

直
印
と
い
っ
た
代
替
技
術
に

取
っ
て
変
わ
ら
れ
て
し
ま
え

ば
、
ラ
ベ
ル
は
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
品
と
同
じ

素
材
を
基
材
と
す
る
再
剥
離
可

能
な
ラ
ベ
ル
を
開
発
し
て
、
ラ

ベ
ル
を
貼
っ
た
ま
ま
で
も
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
現
し
た
」

伊
澤
氏
は
「
こ
れ
ま
で
印
刷

会
社
の
方
々
に
売
っ
て
終
わ
り

だ
っ
た
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
踏

み
込
ん
だ
こ
と
で
、
次
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
新
し
い
も
の
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
た
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
共
栄
紙
工
㈱
の
山
田

裕
彦
社
長
が
、
自
社
開
発
し
た

新
製
品
「
絹
織
物
シ
ー
ル
」
を

紹
介
。
基
材
と
印
刷
を
施
し
た

サ
ン
プ
ル
を
回
覧
し
た
。

同
シ
ー
ル
は
、
同
社
が
居
を

構
え
る
京
都
の
西
陣
織
や
丹
後

ち
り
め
ん
を
基
材
と
す
る
も

の
。
課
題
だ
っ
た
印
刷
加
工
時

に
生
じ
る
繊
維
の
ほ
つ
れ
を
独

自
技
術
で
抑
え
る
こ
と
に
成

功
、
製
品
化
を
可
能
と
し
た
。

山
田
氏
は
「
郷
土
の
織
物
が

持
つ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
素
晴
ら

し
さ
を
常
日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て

い
た
。
こ
れ
に
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
で
印
刷
を
施
す
こ
と
で
、
風

合
い
を
損
な
わ
ず
に
絵
や
文
字

を
印
字
で
き
る
」
と
紹
介
。

ま
た
今
後
に
つ
い
て
は
「
こ

の
素
材
を
ど
の
よ
う
に
世
の
中

に
出
し
て
い
け
る
か
、
皆
さ
ん

か
ら
ヒ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
㈱
セ
ア
ー
ル
の
松
浦

保
社
長
が
登
場
。
印
刷
事
業
の

ほ
か
に
販
売
促
進
事
業
、
ラ
イ

セ
ン
ス
事
業
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ

ブ
事
業
を
展
開
す
る
同
社
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
ク
レ
ド
、
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
を
紹
介
し
た
。

特
に
同
社
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
事
業
の
紹
介

で
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
グ
ッ
ズ

な
ど
の
ラ
イ
セ
ン
ス
商
品
を
披

露
し
な
が
ら
、
ラ
イ
セ
ン
シ
ー

と
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供
給
の
長
所
短
所
を

自
身
の
逸
話
を
踏
ま
え
丁
寧
に

説
明
。
印
刷
業
の
枠
を
越
え
た

豊
富
な
話
題
に
、
一
同
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

「デジタル印刷機用データはこう作る」前編
　「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｌ
ー
４
０
３
３
Ａ
特
別
内
覧
会
」（
エ
プ
ソ
ン
販
売
主
催
・
１
月
２７
日
、
２８
日
ベ
ル
サ
ー
ル
西
新
宿

で
開
催
）
セ
ミ
ナ
ー
の
レ
ポ
ー
ト
第
３
回
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
㈱
の
小
宮
山
覚
司
常
務
取
締
役
と
、
㈱
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
の
木
原
一
裕

社
長
に
よ
る
講
演
内
容
を
紹
介
す
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｐ
は
２
０
０
９
年
に
Ｈ
Ｐ
イ
ン
デ
ィ
ゴ
「
ｗ
ｓ
４
５
０
０
」
を
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル

機
に
よ
る
ラ
ベ
ル
製
造
を
展
開
。
プ
リ
プ
レ
ス
部
門
は
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
に
依
頼
し
、
生
産
性
の
効
率
化
と

品
質
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
今
回
は
、
両
者
の
こ
れ
ま
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
部
分
を
紹
介
。
同
講
演
に
続
い
て
紹
介
さ
れ

た
色
に
関
す
る
ト
ラ
イ
ア
ル
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
掲
載
す
る
。

当
社
は
、
刃
型
メ
ー
カ
ー
と

し
て
８０
年
に
創
業
し
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
徐
々
に

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
増
や
し
て

き
た
。
９３
年
の
製
版
業
務
開
始

当
時
は
、
紙
の
版
下
で
作
業
し

て
い
た
が
、
翌
年
に
マ
ッ
キ
ン

ト
ッ
シ
ュ
を
導
入
し
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
で
版
下
製
作
を
開
始

し
た
。
９７
年
に
は
、
イ
メ
ー
ジ

セ
ッ
タ
ー
を
設
備
し
、
フ
ィ
ル

ム
出
力
の
内
製
化
を
実
現
。
０６

年
に
は
亜
鉛
版
の
腐
食
を
内
製

化
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｐ
も
導
入
し
た
。

現
在
、
有
版
印
刷
は
、
ア
ナ

ロ
グ
印
刷
と
呼
ば
れ
る
時
代
に

入
っ
て
き
た
。
当
社
の
デ
ジ
タ

ル
印
刷
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
０８
年
に
、
カ
ラ
ー
プ
ル
ー

フ
と
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
作
成
サ
ー

ビ
ス
出
力
を
開
始
。
０９
年
に
は

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
と

カ
ラ
ー
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
、

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
な
ど

を
導
入
し
、
設
備
投
資
し
て
い

な
い
顧
客
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
現
在

は
、
Ｍ
Ｓ
Ｐ
に
Ｈ
Ｐ
イ
ン
デ
ィ

ゴ
用
の
デ
ー
タ
を
制
作
し
て
お

り
、
ア
ナ
ロ
グ
向
け
、
デ
ジ
タ

ル
向
け
双
方
の
デ
ー
タ
加
工
に

お
け
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
構
築
し
て

い
る
。

今
回
は
、有
版
と
無
版
で
は
、

作
業
工
程
に
ど
の
よ
う
な
違
い

が
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
。

ま
ず
、
デ
ー
タ
加
工
に
つ
い

て
み
る
と
、
有
版
印
刷
は
、
製

版
作
業
が
必
要
で
、
ト
ラ
ッ
プ

処
理
で
版
ず
れ
が
起
き
た
場
合

な
ど
に
、
白
が
出
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
理

が
必
要
に
な
る
。
印
刷
諸
条
件

に
合
わ
せ
た
網
や
ハ
イ
ラ
イ
ト

部
分
の
調
整
な
ど
も
重
要
だ
。

具
体
的
に
は
、
受
け
取
っ
た

デ
ー
タ
そ
の
ま
ま
で
製
版
す
る

と
網
が
切
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
が
、
そ
れ
を
目
立
た
な
く

す
る
た
め
に
、薄
く
引
い
た
り
、

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
短
く
す
る

な
ど
の
作
業
が
必
要
に
な
る
。

さ
ら
に
、
面
付
け
や
ア
イ
マ
ー

ク
を
足
す
な
ど
、
各
印
刷
に
適

し
た
デ
ー
タ
の
作
り
込
み
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

良
い
デ
ー
タ
を
製
作
す
る
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
、
印
刷
と
製

版
に
関
す
る
高
い
知
識
と
経
験

が
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
想
像
力
も
必
要
だ
。

一
方
、
無
版
印
刷
で
は
、
基

本
的
に
塗
り
足
し
と
面
付
け
の

ほ
か
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
ア
イ

マ
ー
ク
を
入
れ
る
だ
け
。
通
常

の
製
版
作
業
と
比
べ
る
と
、
作

業
項
目
は
少
な
く
簡
単
だ
が
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
な
ど
の
基
本

ス
キ
ル
は
必
要
だ
。

具
体
的
な
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ

の
製
作
手
順
は
次
の
通
り
と
な

る
。塗

り
足
し
を
し
て
、
刃
型
線

を
消
す
。
デ
ジ
タ
ル
は
版
ず
れ

が
な
く
ト
ン
ボ
は
無
く
て
も
良

い
た
め
、
ト
ン
ボ
を
消
す
。
面

付
け
を
し
て
、
ア
イ
マ
ー
ク
を

付
け
る
。
そ
の
時
出
来
た
刃
型

線
は
刃
型
製
作
部
へ
回
す
。

次
に
、
印
刷
工
程
を
見
て
み

る
。有

版
印
刷
で
は
、
イ
ン
キ
の

出
し
量
が
常
に
一
定
に
保
た
れ

る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
上
、
イ
ン

キ
を
多
く
使
う
部
分
と
あ
ま
り

使
わ
な
い
部
分
が
あ
る
と
、
イ

ン
キ
の
濃
度
に
ム
ラ
が
発
生
し

て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ

ン
で
、
左
に
真
っ
赤
な
ベ
タ

が
あ
る
場
合
、
機
械
に
よ
っ
て

イ
ン
キ
の
調
整
に
違
い
は
あ
る

が
、
ベ
タ
に
合
わ
せ
て
イ
ン
キ

を
出
す
と
、
少
な
い
部
分
に
も

集
中
す
る
た
め
、
写
真
も
つ
ら

れ
て
赤
が
濃
く
な
る
。
逆
に
、

写
真
に
合
わ
せ
る
と
、
ベ
タ
の

濃
度
が
足
り
な
く
な
る
。
そ
の

た
め
、
左
の
イ
ン
キ
を
多
く
使

う
部
分
は
イ
ン
キ
壺
を
開
き
、

そ
う
で
な
い
部
分
は
絞
る
と

い
っ
た
調
整
が
必
要
で
、
ア
ナ

ロ
グ
機
で
は
そ
の
微
妙
な
調
整

が
、
技
術
あ
る
か
な
い
か
に
直

結
し
て
く
る
。
毎
回
、
濃
度
確

認
用
の
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
デ

ザ
イ
ン
上
に
付
け
ら
れ
れ
ば
良

い
が
、
ス
ペ
ー
ス
的
に
無
理
で

あ
る
た
め
、
綺
麗
に
仕
上
げ
る

に
は
、
結
局
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

腕
次
第
と
な
っ
て
し
ま
う
。

や
は
り
、
有
版
印
刷
は
、
印

刷
に
関
す
る
高
い
知
識
と
経

験
、
想
像
力
が
必
須
と
な
る
。

一
方
、
無
版
の
デ
ジ
タ
ル
印

刷
は
、
基
本
的
に
デ
ー
タ
を
流

す
だ
け
。
ア
ナ
ロ
グ
印
刷
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
微
調
整
が
必
要
な

デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
印
刷
で
は
、
デ
ー
タ
の
調

整
や
印
刷
時
の
調
整
の
必
要
が

な
く
、そ
の
ま
ま
印
刷
す
れ
ば
、

デ
ー
タ
ど
お
り
の
印
刷
物
が
得

ら
れ
る
の
だ
。

「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
１
（
コ
ン

バ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
）」「
新
機
能
性
材
料
展
」
な
ど
が
２
月
１６

日
か
ら
３
日
間
、
江
東
区
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
。
主
催
は
㈱
加
工
技
術
研
究
会
。
同
展
示
会
で
は
毎
回
、
機

能
性
フ
ィ
ル
ム
を
は
じ
め
と
し
た
素
材
や
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

の
加
工
技
術
に
関
す
る
製
品
が
展
示
さ
れ
る
。
今
年
は
１
２
０
社

が
出
展
し
、
約
４
万
６
０
０
０
人
が
訪
れ
た
。

コ
ン
バ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
１

加工技術の「今」を集約
新技術・新製品も続々と

オ
ー
テ
ッ
ク
ブ
ー
ス
は
ホ
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
き
ら
び
や
か

ト
シ
コ
は
非
粘
着
性
表
面
改

良
加
工
を
展
示

相
互
理
解
の
深
化
図
る

３
社
が
会
社
紹
介
実
施

ヴィープス

クラス 100並のクリーンルームを作り出す装置を実演（興研）

　
充
実
の
内
容
と
な
っ
た

不
況
と
い
わ
れ
て
１０
年
以
上

経
つ
が
、
印
刷
業
界
に
お
い
て

デ
ジ
タ
ル
は
追
い
風
だ
と
思
っ

て
い
る
。
当
社
は
、
デ
ジ
タ
ル

印
刷
に
関
し
て
、
フ
ナ
ミ
ズ

刃
型
製
版
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

日
々
格
闘
し
て
い
る
。

ま
ず
、
有
版
印
刷
の
現
状
に

つ
い
て
見
る
と
、
一
般
的
な

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
は
、
ど
こ
で

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
印
刷
で
き

る
た
め
、
価
格
の
下
落
が
激
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

ラ
ベ
ル
印
刷
業
の
多
く
は
、
下

請
け
体
質
か
ら
の
脱
却
が
困
難

で
、
直
接
顧
客
と
話
を
す
る
こ

と
も
難
し
い
の
が
現
状
だ
。

最
近
は
、
生
産
コ
ス
ト
に
占

め
る
費
用
負
担
の
割
合
が
増
加

し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
、
環

境
負
荷
物
質
な
ど
の
書
類
を
そ

ろ
え
る
労
力
な
ど
も
利
益
を
圧

迫
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
見

積
も
り
を
出
し
て
も
な
か
な
か

決
ま
ら
ず
、
短
納
期
に
対
応
し

な
け
れ
ば
仕
事
を
受
注
で
き
な

い
の
が
現
状
だ
。

当
社
が
１
年
半
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷
に

つ
い
て
述
べ
る
と
、
ま
ず
は
導

入
コ
ス
ト
が
高
い
。
メ
ー
カ
ー

と
話
を
し
て
い
て
も
、
価
格
や

維
持
費
な
ど
、
と
に
か
く
金
額

面
の
負
担
が
多
い
。

デ
ジ
タ
ル
機
の
現
状
を
、“
取

締
役
を
一
人
雇
っ
て
い
る
よ
う

な
も
の
”
で
、
そ
れ
が
“
何
も

し
な
い
で
座
っ
て
い
る
だ
け
”

と
例
え
る
事
が

あ
る
が
、
実
際

に
、
当
社
は
そ

う
い
っ
た
状
況

が
数
カ
月
間
続

い
た
。

具
体
的
な
課

題
は
次
の
よ
う

な
も
の
だ
。

ま
ず
、
デ
ジ

タ
ル
印
刷
の
提

案
に
は
、
時
間

が
か
か
る
と
い

う
こ
と
。
デ
ジ

タ
ル
で
は
こ
う

い
う
こ
と
が
で

き
る
と
顧
客
に

説
明
し
、
納
得

し
て
喜
ん
で
も

ら
う
ま
で
に

は
、
そ
れ
相
応

の
時
間
が
か
か

る
。

ま
た
、
定
期
的
な
維
持
コ
ス

ト
の
問
題
も
あ
る
。
保
守
点
検

料
が
高
く
、
消
耗
品
の
交
換
サ

イ
ク
ル
は
、
ア
ナ
ロ
グ
機
と
比

較
す
る
と
か
な
り
早
い
感
が
あ

る
。
確
か
に
版
材
は
必
要
な
い

が
、材
料
費
率
は
変
わ
ら
な
い
。

当
社
は
、
ア
ナ
ロ
グ
に
し
て

も
デ
ジ
タ
ル
に
し
て
も
完
全

デ
ー
タ
支
給
が
ほ
と
ん
ど
。
デ

ザ
イ
ン
製
作
を
一
か
ら
行
う
と

収
益
率
が
悪
く
な
る
と
考
え
、

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
用
の
デ
ー
タ

製
作
は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
製
版
も

依
頼
し
て
い
る
フ
ナ
ミ
ズ
刃
型

製
版
に
す
べ
て
お
任
せ
し
た
。

プ
リ
プ
レ
ス
環
境
が
不
十
分
な

当
社
に
と
っ
て
は
、
最
適
な
方

法
で
あ
り
、
同
時
に
刃
型
製
作

も
で
き
る
た
め
、
デ
ー
タ
上
の

刃
型
線
の
位
置
ず
れ
も
起
き
な

い
利
点
が
あ
る
。

導
入
当
初
は
、
デ
ジ
タ
ル

印
刷
の
導
入
が
重
荷
に
感
じ

て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
今
一

度
、
デ
ジ
タ
ル
で
本
当
に
や
り

た
か
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る

と
、
デ
ジ
タ
ル
を
入
れ
る
こ
と

で
、
代
理
店
な
ど
中
間
業
者
か

ら
で
は
な
く
、
直
接
、
顧
客
か

ら
話
を
聞
け
る
の
で
は
、
と
い

う
希
望
的
観
測
が
あ
っ
た
こ
と

が
鮮
明
に
な
っ
た
。

印
刷
後
に
糊
が
剥
が
れ
な
い

な
ど
の
ク
レ
ー
ム
や
、
本
当
は

も
っ
と
光
沢
感
を
出
し
た
か
っ

た
、
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を

中
間
業
者
か
ら
聞
く
た
び
に
、

先
に
そ
れ
を
聞
い
て
い
れ
ば

解
決
す
る
方
法
が
あ
っ
た
の
に

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
本
当
に
多

か
っ
た
こ
と
に
改
め
て
気
付
い

た
。つ

ま
り
、
従
来
の
仕
事
は
、

顧
客
満
足
度
を
無
視
し
、
売
り

た
い
も
の
を
売
っ
て
し
ま
う
プ

ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
だ
。

そ
の
一
方
で
、
導
入
し
て
す

ぐ
成
果
が
出
た
点
と
し
て
は
、

多
品
種
小
ロ
ッ
ト
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。ま
た
、

今
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
印
刷
で
は

困
難
だ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
も
、
デ

ジ
タ
ル
に
置
き
換
え
る
こ
と
で

表
現
し
や
す
く
な
っ
た
事
が
挙

げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
印

刷
を
手
が
け
た
か
ら
こ
そ
、
ア

ナ
ロ
グ
の
良
さ
や
デ
ジ
タ
ル
印

刷
で
実
現
す
べ
き
こ
と
な
ど
が

は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
当
社
で
は
、
こ

れ
が
今
後
の
仕
事
の
広
が
り
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

Ｍ
Ｓ
Ｐ
が
考
え
る
デ
ジ
タ
ル
印
刷

見えてきた課題と展望

エ
プ
ソ
ン
「
Ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
」
内
覧
会
　
　

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

レ
ビ
ュ
ー
③

木原一裕社長
㈱フナミズ刃型製版

フ
ナ
ミ
ズ
刃
型
製
版
の
取
り
組
み

デ
ジ
タ
ル
用
製
版
も
展
開
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